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平成２３年度「保全実態調査」の結果について 

東日本大震災への対応等ご多忙であったにも関わらず、「保全実態調査」の実施にご協力を頂

き、誠にありがとうございました。東北地方整備局管内における調査対象施設 1,314 件の内、

用途廃止等 24 件及び震災による資料流出等で報告が出来ない施設 18 件を除く 1,272 件に

ついて報告を頂きました。この内宿舎を除く 680 件の施設について結果を整理しましたので

報告します。 

はじめに保全実態調査の施設の評価の内、総評点及び各評価項目の評点について 680 施設

の平均評点を算出し、平成２２年度の平均評点（施設数 700 件）との比較を行ったものを図

－１及び２に示します。 

 

図－１ 総評点の平均評点の比較 図－２ 各評価項目の平均評点の比較 

総評点、①保全の状況、②定期点検１（建築・設備機器）及び③定期点検２（衛生・環境）

については若干の向上がみられたものの、⑥エネルギー消費量については低下するという結果

となっています。⑥エネルギー消費量の評点の低下については、全国的に省エネルギーへの取

り組みが進んだことにより、全国と管内の平均を比較すると相対的に低下する結果になったも

のです。今後も引き続き省エネルギーへの取り組みをお願いします。 

つぎに平成２３年度の総評点に対する判定の結果別に、構成比等を表－１に示します。 

表－１ 総評点に対する判定の結果 
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所　見 総評点 施設数 構成比 構成比　２

良　　　好
総評点
80以上

273 施設 40.1 ％

概ね良好
総評点
60以上80未満

313 施設 46.0 ％

要 努 力
総評点
40以上60未満

89 施設 13.1 ％

要 改 善
総評点
40以上

5 施設 0.7 ％

13.8 ％

86.1 ％
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総評点６０点以上（概ね良好及び良好）の構成比は８６．１％となり、平成２２年度の８５．

２％からわずかながら向上しました。 

総評点６０点以上の施設と６０点未満（要努力及び要改善）の施設について、各評価項目の

平均評点を比較した結果を図－３に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 総評点別の各評価項目の平均評点の比較 

 

比較を行った結果、①保全の状況、②定期点検１及び③定期点検２について大きな差が現れ、

特に重点的に改善に取り組むべき項目がこの３点であることが分かります。 

今後行う「保全実地指導」においては、これらの点についての確認を重点的に実施していこ

うと考えています。 

なお、各施設の評価及び分析結果については保全業務支援システム（BIMMS-N）で確認す

ることが出来ます。出力方法を図－４に示しますので、こちらもご活用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 施設保全状況診断書、ベンチマーク分析シートの出力 

良好施設 要改善施設

（概ね良好以上の施設） （要改善以下の施設）

①保全状況 57 点 31 点 26 点

②定期点検１(建築・設備) 86 点 42 点 44 点

③定期点検２(衛生・環境) 77 点 15 点 62 点

④施設状況１(建築・設備) 86 点 74 点 12 点

⑤施設状況２(衛生・環境) 96 点 89 点 7 点

⑥エネルギー消費量 70 点 67 点 3 点

調査項目 点　差


